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常設展示室（前田育徳会展示室）
特　集

春の優品選
4月1日（木）～18日（日）前期

4月22日（木）～5月16日（日）後期

加
賀
藩
前
田
家
に
伝
わ
っ
た
文
化
財
を
、
毎
月
テ
ー
マ
を
設

け
て
展
示
公
開
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
展
示
は
大
藩
の
藩
主

と
し
て
の
格
式
と
も
い
え
る
「
文
武
両
道
」
の
精
神
を
、
絵
画

や
、
器
を
主
と
し
た
工
芸
品
の
あ
わ
せ
て
二
十
一
点
（
一
部
前

期
後
期
の
展
示
替
え
あ
り
）
の
作
品
か
ら
、
感
じ
取
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
そ
れ
で
は
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

黒
塗
村
梨
子
地
桜
寿
帯
鳥
文
蒔
絵
鞍
・
鐙

鞍
は
、
前
輪
と
後
輪
に
桜
樹
と
寿
帯
鳥
を
蒔
絵
し
、
鐙
に
は

鉄
地
に
漆
を
焼
き
つ
け
、
鳩
胸
か
ら
笑
に
か
け
て
鞍
と
同
意
匠

を
施
し
た
華
や
か
な
武
具
の
一
揃
え
で
す
。
爛
漫
の
桜
は
、
華

や
か
さ
と
と
も
に
無
常
感
を
象
徴
し
て
お
り
、
そ
こ
に
武
将
の

姿
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
鞍
の
居
木
裏
に
「
明
暦
二
丙
申
年
十
月
吉
辰
日
　
喜
多
川

造
斯
」
の
銘
文
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）

の
制
作
年
が
わ
か
り
ま
す
。

蒔
絵
三
十
六
歌
仙
花
卉
文
提
重

提
重
は
手
に
持
っ
て
携
行
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
組
重
箱
で

す
。
秀
吉
の
「
吉
野
の
花
見
」
や
「
醍
醐
の
花
見
」
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
な
、
屋
外
の
宴
に
気
軽
に
持
ち
運
べ
る
弁
当
箱
の
一

つ
の
形
体
と
し
て
、
桃
山
時
代
あ
た
り
か
ら
使
わ
れ
始
め
、
江

戸
時
代
に
は
大
い
に
流
行
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
外
枠
の

両
側
面
は
透
か
し
彫
り
と
し
、
片
面
十
八
名
ず
つ
、
あ
わ
せ
て

三
十
六
歌
仙
が
互
の
目
に
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

外
枠
の
天
板
に
は
重
ね
色
紙
に
源
氏
絵
と
柴
垣
に
桜
が
そ
れ

ぞ
れ
蒔
絵
さ
れ
、
中
央
に
は
桜
花
を
座
金
と
す
る
把
手
が
つ
い

て
い
ま
す
。
中
に
は
四
段
重
箱
・
銀
製
の
徳
利
二
本
・
徳
利

台
・
取
皿
・
引
き
出
し
な
ど
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
に
源
氏
絵
を
主
に
桜
や
楓
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

春
秋
の
自
然
を
楽
し
ん
だ
往
時
の
人
々
の
、
風
流
な
嗜
み
を

彷
彿
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

常設展示室（第2展示室）
特　集

春の優品選
4月1日（木）～18日（日）前期

4月22日（木）～5月16日（日）後期

暖
冬
で
安
心
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
突
然
の
大
雪
が
あ
り
、
か

と
思
う
と
記
録
的
な
高
温
の
日
も
あ
っ
た
今
年
の
冬
が
去
っ

て
、
よ
う
や
く
穏
や
か
な
春
の
陽
射
し
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
あ
ち
こ
ち
の
桜
も
、
ま
さ
に
開
花
の
時
期
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
季
節
に
あ
わ
せ
、
館
蔵

品
・
寄
託
品
の
中
か
ら
、
絵
画
、
工
芸
、
書
の
作
品
十
五
点
を

選
び
前
後
期
に
分
け
て
公
開
し
ま
す
。
前
期
で
は
、
九
点
を
展

示
し
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
二
点
を
紹
介
し
ま
す
。

県
文
　
群
鶴
図
　
俵
屋
宗
雪

金
地
に
、
緑
青
で
ゆ
る
や
か
な
土
坡
を
描
き
、
そ
こ
に
さ
ま

ざ
ま
な
姿
態
で
群
れ
る
鶴
を
克
明
に
描
い
て
い
ま
す
。
そ
の
か

た
ち
や
線
描
は
力
強
く
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
配
さ
れ
た
萩
・

笹
・
松
、
そ
し
て
水
に
浮
か
ぶ
沢
瀉
な
ど
、
金
箔
地
の
効
果
を

十
分
に
生
か
し
た
大
ら
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
、
力
あ
る
作
品
で

す
。
こ
の
よ
う
に
金
地
に
緑
青
の
濃
淡
で
起
伏
す
る
土
坡
を
描

き
、
そ
の
上
に
草
花
や
動
物
を
細
密
に
描
い
た
、
左
右
広
が
り

の
あ
る
装
飾
的
な
構
成
法
は
、
宗
雪
画
の
特
徴
と
も
い
わ
れ
ま

す
。
宗
雪
が
、
加
賀
藩
に
仕
え
た
後
の
作
品
と
み
ら
れ
、
加
賀

藩
三
代
藩
主
前
田
利
常
が
、
明
暦
三
年
に
建
立
し
た
梯
天
満
宮

（
現
小
松
天
満
宮
）
に
、
利
常
自
身
が
寄
進
し
た
と
の
伝
え
も

あ
り
、
加
賀
に
古
く
か
ら
伝
世
さ
れ
て
い
る
優
品
で
す
。

古
今
集
（
了
佐
切
）

藤
原
俊
成

『
古
今
集
』
の
一
部
分
で
す
。
こ
の
よ
う
に
切
れ
切
れ
と
な

っ
て
残
っ
た
文
書
を
断
簡
と
呼
び
ま
す
。
一
首
は
藤
原
興
風
、

も
う
一
首
は
紀
貫
之
の
歌
で
、
古
今
集
巻
第
五
「
秋
歌
下
」
に

所
収
さ
れ
た
部
分
で
す
。
俊
成
風
と
呼
ば
れ
る
奇
癖
の
強
い
書

風
で
、
古
筆
了
佐
（
一
五
七
二
〜
一
六
六
二
）
が
極
札
を
出
し

た
こ
と
か
ら
「
了
佐
切
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

筆
者
の
藤
原
俊
成
（
一
一
一
四
〜
一
二
〇
四
）
は
、
御
子
左

家
・
藤
原
俊
忠
の
三
男
で
、
藤
原
定
家
の
父
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
平
安
末
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
の
歌
人
と
し
て
、

ま
た
歌
学
者
と
し
て
当
時
の
歌
壇
の
指
導
的
立
場
に
あ
り
、

『
千
載
和
歌
集
』
の
撰
者
と
し
て
も
有
名
で
す
。

□群鶴図（右隻）
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'

色
絵
雉
香
炉
　
（
左
）

◎
色
絵
雌
雉
香
炉
（
右
）

野
々
村
仁
清

□
青
手
樹
木
図
平
鉢

四
季
草
花
図

常設展示室

主な展示作品
4月1日（木）～18日（日）
'＝国宝　◎＝重要文化財　○＝重要美術品
□＝石川県指定文化財

前
田
育
徳
会
展
示
室

特
集
　
春
の
優
品
選
（
前
期
）

観
音
羅
漢
像

白
隠

寿
老
・
鶴
図

佐
々
木
泉
景

流
鏑
馬
図

住
吉
廣
長

鷹
狩
図
（
春
の
景
）

六
代
梅
田
九
栄

障
子
文
金
銀
象
嵌
鐙

瑠
璃
地
草
花
文
平
鉢
　
餅
花
手

色
絵
絵
替
中
皿
　
古
九
谷

黒
塗
布
目
引
出
絵
替
絵
具
箪
笥

伝
二
代
五
十
嵐
道
甫

第
１
展
示
室

'

色
絵
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

◎
色
絵
雌
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

第
２
展
示
室
（
古
美
術
）

□
色
絵
鶴
か
る
た
文
平
鉢
　
古
九
谷

□
青
手
樹
木
図
平
鉢
　
古
九
谷

○
□
色
絵
布
袋
図
平
鉢
　
古
九
谷

特
集
　
春
の
優
品
選
（
前
期
）

色
絵
山
水
図
卓

粟
生
屋
源
右
衛
門

□
蒔
絵
梅
鉢
紋
女
儀
御
輿

伝
加
賀
藩
細
工
所

□
群
鶴
図

俵
屋
宗
雪

四
季
草
花
図

古
今
集
（
了
佐
切
）

藤
原
俊
成

※
第
3
〜
6
展
示
室
は
、
4
月
18
日（
日
）ま
で
第
60
回
現
代
美

術
展
会
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
通
常
の
展
示
は
4
月
22
日
（
木
）

か
ら
で
す
が
、
じ
ご
う
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
350円

大学生
280円

高校生以下は
無料

一　般
280円

大学生
220円

高校生以下は
無料

個
　
　
　
人

□
色
絵
鶴
か
る
た
文
平
鉢

┃映┃像┃ギ┃ャ┃ラ┃リ┃ー┃

今月の月例映画会は、上記の3本を上映いたします。

「伝統に生きる　加賀蒔絵」は、加賀の地で制作され

てきた蒔絵について、その特色と技術を紹介したもの

です。前半部分は、江戸時代から受け継がれてきたそ

の高度な技術を、五十嵐道甫、清水九兵衛など名工の

4月11日（日） 月例映画会／ホール
伝統に生きる　加賀蒔絵
［大場松魚・寺井直次・小松芳光］ （28分）
4月18日（日） ビデオ鑑賞会／ホール
国宝1 法隆寺Ⅰ 釈迦三尊像と玉虫厨子（35分）

4月25日（日） 月例映画会／ホール
手漉和紙 （30分）
金箔 （26分）

※いずれも入場無料

作品のなかに見ていきます。また後半部分は、寺井直

次、小松芳光、大場松魚ら現代作家の仕事の様子をと

らえるとともに、制作に対する作家の心情が語られて

います。

「手漉和紙」は、千年以上の昔から越前和紙の産地と

して知られている、福井県今立町の和紙作りの作業の

様子を、その工程を追って紹介していきます。

「金箔」では、その製造過程における上澄
うわずみ

屋・箔打屋

の手仕事を詳細にとらえるとともに、箔製造に欠かせ

ない和紙の制作や、郷土の伝統産業との関連を紹介し

ます。

また今年度から、当館が所蔵しているビデオの鑑賞

会を行っていきます。本年は、国宝に指定されている

ものの中から選りすぐった文化財を、様々な角度から

とらえた「国宝シリーズ」をとりあげます。今回放映

する「法隆寺Ⅰ」は、聖徳太子が斑鳩の里に建立した
法隆寺の至宝を紹介したもので、この巻では、釈迦三

尊像と玉虫厨子を中心に、その特徴を丹念に見ていき

ます。

◇今月の映画・ビデオ
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平成15年度開催の展覧会（2）

後期に1階企画展示室で開催された当館主催の特別

展は2回です。

「畠山記念館名品展－茶道美術を中心に－」は、

同館の特別の配慮により実現したものでした。書蹟

12点、絵画18点、茶道具51

点、懐石15点、文房具・調

度4点の計100点。国宝3点、

重文19点を含むという文字

どおりの名品展でした。茶

道人口の多い石川県での開

催であり、愛好者の方々に

も十分満足いただけたこと

と思います。会期中開催い

たしました講演会「畠山即

翁の茶器蒐集と茶話」は、

即翁の人となり、即翁と金

沢の人達等々を同館主任学

芸員武内範男氏により楽し

い雰囲気でご紹介いただき

好評でした。また、兼六

園・時雨亭において、当館

収蔵の茶道美術品を使用し

た『石川県民大茶会』は2日間で485人の参加をいた

だき、大変好評でした。当館収蔵品を使用するとい

う初めての試みで、準備など大変で、無事終了でき

て良かったというのが本音ですが、美術館の今後の

活動として展開させていくことの重要性を感じまし

た。

展覧会回顧
「北陸の人間国宝展」は、23名の人間国宝の作品

により構成し、陶芸・漆芸・染色・金工・刀剣・木

工芸・截金・和紙とほとんど全分野の工芸があり、

わが国でもとりわけ工芸技術の高い水準が維持され

ている北陸3県を紹介するものでした。当館では、こ

のような石川県の特徴を紹介するために、工芸作品

の収集に努めてまいりました。本展でも展示作品の

約6割が収蔵品ということで、20年間の成果をご覧い

ただくことができました。また、通常はケース内に

展示しております銅鑼を今

回は数点ケース外に展示し

ましたので、銅鑼の音を聞

かせてほしいというご要望

もあり、展示室での銅鑼の

音を楽しむ会を実施しまし

たところ多数の入場者で賑

わいました。

2階常設展示室で開催した

特別陳列や特集は28回を数

えました。

「夏休み 親子で楽しむ美

術館－美術の動物園－」は、

わかりやすく、楽しみなが

ら美術に親しんでもらおう

と新しい企画として始めら

れたもので、楽しげな親子

で展示室があふれました。

「尊經閣文庫名品展」は、開館20周年ということ

で、国宝 土佐日記をはじめとする古筆の名品とそれ

らを収納する蒔絵箱に重文 百工比照も加え、加賀藩

において収集育成された美術工芸の精華を鑑賞いた

だきました。

（南　俊英　学芸第一課長）

美 術 館 の 本
石川県立美術館所蔵品図録 3,500
前田利為と尊經閣文庫 2,000
前田育徳会の名宝　百工比照 1,500
花と緑の名品展 2,000
日本の美 1,500
茶道美術名品展図録 2,500
石川県の工芸 2,000
大樋長左衛門の世界 2,200
西山英雄展 2,000
脇田　和展 2,200

税込定価（円）
☆ミュージアムショップで販売中!!
郵送ご希望の方は当館へ電話でお問い合わせ下さい。

1076－231－7580

赤絵龍図花瓶 石野竜山

色絵松遊鯉図花瓶 石野竜山

葆光彩磁チューリップ文花瓶 板谷波山

色絵金彩海龍図遊環花瓶 春名繁春

色絵金彩花卉図鉢

計5点

◇展覧会

「近代窯業の父　ゴットフリート・ワグネルと万国博覧会」
◇会　期　4月3日（土）～6月27日（日）
◇会　場　愛知県陶磁資料館

貸出中の所蔵品

銅鑼の音を聴く会

夏休み親子鑑賞会
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平成15年度　新収蔵品一覧
平成15年度の新収蔵品は、寄贈16点、購入8点、計24点

となりました。ご寄贈を賜りました各位に対し、改めて
感謝の意を表します。また今後とも皆様のより一層のご
協力をお願いいたします。
平成16年3月31日現在の収蔵品総数は2745点です。

陶磁
赤絵小紋鉢 福島武山作
彩 戸出克彦作
笹に小禽図鉢 山田義明作
漆工
芦穂文蒔絵空穂 中原　強氏寄附
百合文蒔絵棚 中原　強氏寄附
金胎蒔絵花器 新村撰吉作
染織
友禅訪問着「螢燈籠」 吉本大輔作
友禅訪問着「趣」 茶谷孝志作
金工・刀剣
砂張花入 初代魚住為楽作 魚住安彦氏寄附
短刀　無銘 藤谷順子氏寄附
花色裾紫糸威六枚胴具足 藤谷順子氏寄附
截金
木彫截金香の匣「みくまの」 西出大三作
日本画
乳虎之図 岸駒筆 牛村繁男氏寄附
夏秋草図 酒井邦彦氏寄附
草花図 中原　強氏寄附
林間遠帆 紺谷光俊筆 野坂外好氏寄附
菅公幼児・八幡・春日二社之図 紺谷光俊筆 野坂外好氏寄附
染殿の井 紺谷光俊筆 野坂外好氏寄附
舞扇 坂根克介筆 坂根克介氏寄附
桜下人物図 紺谷光俊筆
油彩画
S夫人像 高光一也筆
水門 新保甚平筆 新保甚平氏寄附
ビオットの屋並裏 田辺栄次郎筆 田辺多鶴子氏寄附
彫塑
微風 山本力吉作 山本健太郎氏寄附

夏秋草図

林
間
遠
帆
　
紺
谷
光
俊

花
色
裾
紫
糸
威
六
枚
胴
具
足

微
風
　
山
本
力
吉

舞
扇
　
坂
根
克
介

水
門
　
新
保
甚
平

ビ
オ
ッ
ト
の
屋
並
裏

田
辺
栄
次
郎

S
夫
人
像
　
高
光
一
也

乳
虎
之
図
　
岸
駒

短刀　無銘

砂
張
花
入
　
初
代
魚
住
為
楽

百合文蒔絵棚
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春・夏の季節の情趣をよく表す事物を取り上げた
作品、季節感を感じさせる人々のくらしを取り上げ
た作品として、洛中洛外図屏風、k園会図、北野社
頭阿国歌舞伎図屏風、賀茂競馬屏風、四季耕作図屏
風、雨宿り図屏風を展示します。
洛中洛外図屏風は、応仁・文明の乱によって荒廃し
た京都の復興にともなって、その復興する景観や、
そこに繰り広げられる人々の生活を取り上げたもの
です。古くからの四季絵、月

つき

次
なみ

絵、年中行事絵、名
所絵等のやまと絵が母胎となって発展してきたもの
です。勝興寺蔵・洛中洛外図屏風は、慶長17～19年
（1612～14）頃の制作ですが、内裏、伏見城、二条城、
清水寺、本願寺などとともに、k園会の様子が描か
れ、周辺には店舗や町家とともに町人や職人など庶
民の生活が生き生きと描かれています。また、他の
洛中洛外図屏風では、史跡・名所、歳事、農事、芸
能、遊里などを取り上げているものもあります。k
園会図、北野社頭阿国歌舞伎図屏風、賀茂競馬屏風
は、洛中洛外図屏風に描かれていたものが、それぞ
れ単独の主題として取り上げられ独立した作品とな
ったものと考えられます。
四季耕作図屏風は、耕織図屏風とともに、領主が民
の苦労をしのぶという中国に起源を持つ一種の鑑

かん

戒
かい

画
が

ですが、洛中洛外図屏風に取り上げられていた田
打ち、種まき、田植え、稲刈りなどの農事を取り上
げたものともいえます。四季絵の中に一年の農事を
月次絵のように取り入れるという手法が用いられま
した。当初は中国風俗の図様で描かれますが、後に
日本風俗へと変化します。それは、鑑戒画から田園
風俗画への変化ともいえます。その田園風俗画とし
ての四季耕作図の傑作の一つが久隅守景筆四季耕作
図屏風です。農事の他に、鷹狩り、鵜飼、釣り人、
水汀で納涼する人など身近な農村の風景が情趣深く
表現されています。その一部分を取り上げたともい
えるものとして、守景の作品として有名な国宝夕顔
棚納涼図屏風があります。雨宿り図屏風は、他の四
季耕作図屏風で取り上げられている俄雨

にわかあめ

を独立した
作品としたものといえます。
これらの作品の成立、展開を少し意識しながらご覧
いただくと、より楽しくご鑑賞いただけると思いま
す。 （南　俊英　学芸第一課長）

企画展TOPIC企画展TOPIC企画展TOPIC

「日本の四季－春・夏の風物－」  後編 

四
季
耕
作
図
屏
風
（
部
分
）

※「日本の四季―春・夏の風物」の会期は
4月24日（土）～5月16日（日）です。

各地の展覧会…………………4月

※開催日程、休館日、内容等は直接各館へお問い合わせ下さい。

東洋陶磁の展開 4/11まで
大阪市立東洋陶磁美術館（大阪市・06-6223-0055）

横山操と横の会の作家たち 5/5まで
新潟県立万代島美術館（新潟市・0258-28-4111）

没後20年　荒川豊蔵と加藤唐九郎展 4/6～5/9まで
富山県水墨美術館（富山市・076-431-3719）

青木繁と近代日本のロマンティシズム 5/11まで
東京国立近代美術館（千代田区・03-5777-8600）

ポスターのユートピア展 4/5～5/16
新潟市美術館（新潟市・025-223-1622）

弘法大師入唐1200年記念　空海と高野山 4/6～5/16
東京国立博物館（台東区・03-5777-8600）

亀山法皇700年御忌記念　南禅寺展 4/6～5/16
京都国立博物館（京都市・075-541-1151）

常設展示室って、いつも同じ作品
なのですか？

常設展示室の作品はずっと変わらな

いのですか。また展示される作品はど

のようにして決められるのですか。

常設展示の目的は、まず美術館の持
つ所蔵品を公開することですが、特定
のテーマなり、作家を取りあげた調査
研究活動としての展示も含まれます。
当館は県立美術館として、一室ごとに
石川県の芸術世界を理解していただく
ために、作者の選定、作品の制作年代
や形体、大きさ、材質、あるいは四季
それぞれにふさわしい内容かどうかな
ど、様々な要素を加味しながら組み合
わせを行っています。そして最も大切
なことは、保存の観点から展示日数が
制限されている作品も多いため、常に
入れ替えを行っていることです。一般
的に“常設展示”という言葉の響きに
は、いつも同じものを並べてあるとい
う感じがあるかもしれませんが、そう
ではなく、「雉香炉」や古九谷の一部を
除いて、各展示室は目まぐるしく変化
しているのです。
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月　日

4/11（日）

4/18（日）

4/24（土）

4/25（日）

行　事
月 例 映 画 会

ビデオ鑑賞会

ギャラリートーク

月 例 映 画 会

会　場
ホール
ホール
講義室

ホール

4月の行事案内 《入場無料（ギャラリートークを除く)・いずれも午後1時30分から行います》

※行事内容が変更になる場合がありますので、ご確認ください。
※4月の全館休館日は19日（月）～21日（水）です。

内　　　　　　　　容
伝統に生きる　加賀蒔絵［大場松魚・寺井直次・小松芳光］（28分）

国宝1 法隆寺Ⅰ 釈迦三尊像と玉虫厨子（35分）
日本の四季 （南　俊英　学芸第一課長）
※展示室内で行われるため、企画展の入場料が必要です。
手漉和紙（30分）
金箔（26分）

第60回現代美術展
4月3日（土）～18日（日）（第3～9展示室）

〈部門〉日本画　洋画　彫刻　工芸　書　写真

◇入場料 一　般　800円（600円）

大高生　600円（400円）

中小生　500円（300円）

（ ）は団体料金

※当館友の会会員は、会員証提示により団体

料金になります。

◇連絡先 金沢市香林坊2-5-1

北國新聞社事業局　1076-260-3581

企画展示室

今年度は、ホールや講義室で行ってきた催し物が

大きく様変わりします。

毎週土曜日に開催してきた「土曜講座」が変わり

ます。これまでのような講義室での講座は二週に一

度となり、回数の上では少なくなりますが、それに

代えて月に一度は「ギャラリー・トーク」を取り入

れて、展示室でお話をします。当館開催の企画展はも

ちろん、毎月展示内容の変わる常設展示室の作品を、

いろんな角度から紹

介するものです。こ

の行事では、毎回、

展覧会の入場料金が

必要となりますの

で、ご注意下さい。

要望の高かった子

ども対象の行事も始

まります。「夏休み

親子で鑑賞会」は昨

年同様に鑑賞と制作

をすすめます。それ

とは別に、常設展示

室の作品を前にして話をする「子ども鑑賞講座」と

いう企画を毎月一度行います。ご家族そろっての来

場をお待ちしています。

日曜日は「月例映画会」と交互の開催の形で、「ビ

デオ鑑賞会」が新たに加わります。美術に関するビデ

オ番組を上映するもので、美術の見方や作家のシリーズ

など最新のビデオも含め、盛り沢山のプログラムとなり

ます。今年度は「国宝シリーズ」を上映していく予定で

す。詳しくは毎月の「美術館だより」でご確認下さい。

参加希望の大変多い「文化財現地見学」は、秋の1

泊2日の旅行に加え、春先に「美術館バスツアー」を

計画しました。第1回目の今年は、輪島・柳田をめぐ

るコースです。申し込み方法や集合場所など、秋の

旅行と異なりますので、この先発行される「美術館

だより」にご注目下さい。

催し物が変わります催し物が変わります催し物が変わります催し物が変わります催し物が変わります催し物が変わります催し物が変わります催し物が変わります催し物が変わります催し物が変わります催し物が変わります催し物が変わります催し物が変わります催し物が変わります催し物が変わります催し物が変わります催し物が変わります

夏休み親子鑑賞会
「古美術をさぐろう」
小学3・4年生対象

今年度から新しく日帰りのバスツアーを計画

することになりました。北陸の美術館や博物館

をはじめ、神社、仏閣、名所、旧跡を見学する

予定です。第1回目は下記の日程で準備を進めて

います。見学コースや 申し込み方法などの詳細

は、来月号に掲載いたしますので、しばらくお

待ちください。

日　　　程 6月13日（日）

集合・解散 金沢駅西口

見　学　先 輪島市・柳田村

見　学　地 石川県輪島漆芸美術館（輪島市）

南惣美術館（輪島市）

法華寺（柳田村）他

募 集 人 数 45名

申 込 方 法 往復葉書

第1回美術館バスツアーのお知らせ
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能「杜若
かきつばた

」の一場面です。諸国を行脚する僧が、
三河国八橋の沢辺に美しく咲き乱れる杜若に見とれ
ていると、杜若の精が女姿で現れて、『伊勢物語』に
ある業平

なりひら

東下りの杜若をめぐる話を語るという内容
です。
女面をつけた杜若の精が、業平追慕の心を秘めな

がら、業平と女性との契りについて語り、幻想的な
世界に舞っています。
この像は、現在石川県に三体残っています。最初

は昭和27年、石川県議会議事堂落成記念として、議
事堂内部の壁面から議場を見下ろすように設置され
たものです。県庁移転に伴って鞍月に新議会庁舎が
建てられ、現在は新庁舎の一階ロビー正面に、設置
されています。
二体目は石川県能楽堂の前庭に立つ像です。もと

は、金沢駅の正面入り口前にありました。金沢駅の
再開発により住処の無くなったこの像は、現在、能
の場面にふさわしく、能楽堂へ移築されました。こ
の二体目は市民からの指摘により、駅前で完成後に
頭上の冠が付け替えられました。輪の形をした観世
流の冠（当館所蔵の作品と同じ
形）がついていたのですが、加
賀宝生の地金沢にふさわしく、
ということで宝生流の形である
議会庁舎のものと同じ形のまっ
すぐ後方に垂れる簾

れん

に変えられ
たのです。
三体目が当館が所蔵するこの像です。議場設置の

ための制作後、白日会展に出品する際に、観世流の
冠に付け替えたものです。昭和51年、ご遺族から寄
贈を受けて当館の所蔵となりました。

所蔵品紹介 142

休館日：4月19日（月）～22日（木）

石川県立美術館だより　第246号
2004年4月1日発行

〒920-0963 金沢市出羽町2番1号
TEL 076（231）7580 FAX 076（224）9550
URL http://www.ishibi.pref.ishikawa.jp/

次回の展覧会
特　集　春の優品選（後期）

（前田育徳会・第2展示室）

特　集　木の表情 （第5展示室）

4月22日（木）～5月16日（日）
当館企画展

日本の四季　―春・夏の風物―
（第7～9展示室）

4月24日（土）～5月16日（日）

９２０｜０９６３
金沢市出羽町２｜１

石 川 　 県 美 様 2004

会員番号
会員証裏面左上の番号と同じ
ものです。

郵便番号バーコード
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このたびは友の会へご入会下さいましてありがとうござい

ます。会員の皆様のお手許にはこの『美術館だより』を毎月

お送りいたしますが、送付封筒の宛先ラベルは下記のように

なっております。記載事項に誤りまたは今後変更などがござ

いましたら、お手数でもご一報下さいますようお願いいたし

ます。また会員証提示による入館料割引は、石川県立歴史博

物館、石川県七尾美術館、石川県輪島漆芸美術館、石川県九

谷焼美術館、石川県能登島ガラス美術館でも受けることがで
きます。いずれも各館主催展覧会に限りますが、お出かけの

際にはどうぞご利用下さい。

杜
かき

若
つばた

吉
よし

田
だ

三
さぶ

郎
ろう

明治22年（1889）～昭和37年（1962）

昭和28年　1953
第30回白日展
高144.5 幅90.5 奥行60.5（cm）


